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和歌山県災害時多言語支援センター設置運営訓練の状況

総務省　多文化共生アドバイザー

１．基礎情報

ホームページ https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/022300/d00152731.html

自治体名 和歌山県

担当部署名 企画部企画政策局国際課

電話番号 073-441-2057

％　　在留外国人数 令和5年6月現在 8,379 人
住民基本台帳人口
に占める割合 0.9

２位
1,672 人

３位
1,260 人

大分類

韓国 ベトナム 中国

２．多文化共生に関する活発な取組や、独自性・先進性のある取組の内容

　うち、国籍別上位３ヶ国の
　人数及び国籍名

１位
1,799 人

生活支援

小分類 災害時の支援体制の整備

具
体
的
な
取
組
内
容

取組のポイント 大規模災害時における外国人支援

１ Let's Study BOSAI
県内在住外国人を対象に、地震・津波・台風についての入門講座、災害時の情報入手方法についての講座、救急救命講習などを通じて、災害発生時に
適切な行動が取れることを目的として実施。（共催： NHK和歌山、日本防災士会和歌山県支部等）

２ 防災ガイドの作成
NHK和歌山放送局と共同で在住外国人向け防災ガイド（やさしい日本語、中国語、英語、フィリピノ語、ベトナム語）を作成。

３ 防災啓発DVDの作成
在住外国人の意見を取り入れた防災啓発DVDを作成。

４ 災害時多言語支援センター設置運営訓練
年１回、和歌山県国際交流協会や市町村、その他関係機関と連携し実施。多言語による災害関連情報の発信を迅速に行うため、Microsoftのオンライン
ツールであるOneDriveを活用。県内全域における外国人相談に対応するため、オンライン会議ツールのZoomを活用。

５ 備考
上記取組については、県国際交流センター（指定管理者：県国際交流協会）が実施。

６ 和歌山県外国人サポートメール
和歌山県に在留する外国人に対して、災害時における支援に関する情報や健康安全等に関する情報を迅速に提供するため、５言語（やさしい日本語、中
国語、英語、フィリピノ語、ベトナム語）によりメール配信。　※県国際交流協会（委託事業者）が実施。


